
 

※令和３年度以前入学生用 

 

学校番号 ３００３ 

令和５年度 工業科（理工学科） 

 

教科 工業 科目 課題研究 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書  

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

課題研究は、みなさんがこれまで学習してきた実習とは違い、年間を通して、1つのテーマについ

て自分たちで計画を立てて実行し、またその結果を基に次の計画を立てて進めていくものです。ま

た、最後にはその成果を発表（プレゼンテーション）します。まさしく、3年間の実習授業の総決

算といえます。 

 

２ 学習の到達目標 

1つのテーマに関する研究を、生徒自身が主体的に計画、実行、評価、改良していくことで、工業

における問題解決および創造的な開発をするための知識や技能を身に着ける。また、研究内容につ

いて発表することで、自ら行ってきた研究内容を適切に整理し、伝えられる表現力を培う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

各研究テーマに関し

興味・関心を持ち、そ

の課題の解決を目指

して自ら意欲的に取

り組む態度を身に着

けている。 

各研究テーマにおけ

る各課題の解決に関

し、PDCA サイクルを

基に自主的に計画を

立案、実行し、また得

られた結果から適切

な評価、改良を行う能

力を身に着けている。 

各研究テーマにおい

ての基礎的・基本的

な技術を身に着け、

またその技術を適切

に活用することがで

きる。 

各研究テーマにおい

ての基礎的・基本的

な知識を身に着け、

また研究内容及び成

果を十分理解し、発

表を通して他の者に

伝えることができ

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

出席状況 

製作物 

研究発表 

学習状況の観察 

出席状況 

製作物 

研究発表 

学習状況の観察 

出席状況 

製作物 

研究発表 

学習状況の観察 

出席状況 

製作物 

研究発表 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学

 

期 単元名 学習内容 主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

a b c d 
 

 

１ 

学 

期 

 

オリエンテーション 

テーマ説明・希望調査→班分

け） 

年間計画作成 

 

研究作業 

(各種製作、データ収集) 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a: 1年間を通して、1つのテー

マに取り組む意欲を持ってい

るか。 

b: 各テーマの課題を整理し、

適切に年間計画を立案できる

か。 

c: 研究における各作業につい

て、安全かつ適切に実行できる

か。 

d: 各テーマの研究内容につい

て、十分理解できているか。 

学習状況の

観察 

出席状況 

製作物 

等 

２  

学 

期 

 

研究作業 

(各種製作、データ収集) 

※PDCA サイクルに基づき、

適宜 

計画→実行→評価→改良を

繰り返して進めていく。 

研究総括 

(データ整理等) 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

a: 各テーマの研究作業に意欲

的に取り組んでいるか。 

b: 得られた結果を適切に評価

し、改良して研究を進めること

ができているか。 

c: 研究に関する各作業につい

て、安全かつ適切に実行できる

か。 

d: 得られた研究データを適切

に整理・考察できる知識を身に

着けているか。 

学習状況の

観察 

出席状況 

製作物 

等 

 

 

 

 

３ 

学 

期 

 

研究発表準備 

プレゼンテーション資料作

成、リハーサル） 

 

研究発表 

(プレゼンテーション） 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

a: 研究発表における自らの役

割に意欲的に取り組んでいる

か。 

b: 研究成果が他の者に十分伝

わるようなプレゼンテーショ

ンが行えたか。 

c: 研究内容を適切に伝えるこ

とのできる、発表資料を作成で

きたか。 

d: 発表後の質疑応答に際し

て、適切に解答できるか。 

学習状況の

観察 

出席状況 

製作物 

等 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


